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家
庭
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
と
は
、
家
庭
科
で
学

ん
だ
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
、
学
校
生
活
や

地
域
の
生
活
に
目
を
向
け
、課
題
を
見
い
だ
し
、

問
題
点
の
改
善
や
生
活
の
充
実
向
上
を
め
ざ
し

て
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む
問
題
解
決
的
な

学
習
活
動
で
す
。
こ
の
活
動
は
特
別
活
動
の
部

活
動
と
は
異
な
り
、
家
庭
科
の
教
科
と
し
て
の

活
動
で
す
。
授
業
で
家
庭
科
を
学
ん
で
い
る
人

全
員
が
家
庭
ク
ラ
ブ
員
、
履
修
が
終
わ
っ
た
人

は
準
ク
ラ
ブ
員
で
す
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
が
、
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
の
研
究
発
表
を

行
う
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大

会
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
全
国
大

会
が
令
和
三
年
度
に
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
十
二
月
に
は
，
生
徒
実

行
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
，
本
校
の
生
徒
（
四

年
生
）
が
第
二
専
門
部
の
専
門
委
員
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
二
専
門
部
は
，
大

会
の
会
場
運
営
に
関
わ
る
仕
事
で
す
。
そ
の
中

で
本
校
は
，
司
会
進
行
や
舞
台
設
営
を
主
に
担

当
す
る
予
定
で
す
。
放
送
部
を
は
じ
め
，
家
庭

ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ
ま
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
，
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

令
和
二
年
度
の
主
な
活
動

六
月

徳
島
県
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連

盟
代
議
員
会
（
学
校
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
参

加
）

八
月

徳
島
県
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ

連
盟
研
究
発
表
大
会
並
び
に
総
会

参
加
（
書
面
審
議
）

九
月

城
ノ
内
祭
展
示
・
販
売

・
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
に
つ
な
が

る
商
品
の
紹
介

・
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
の

紹
介

・
昨
年
度
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

・
阿
波
藍
染
め
作
品

・
阿
波
和
紙
を
使
っ
た
作
品
（
文

化
部
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
）

・
地
産
地
消
の
商
品
販
売

十
一
月

と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ドde

簡
単
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
０
参
加
・

入
賞

十
二
月

全
国
高
校
生
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
コ

ン
テ
ス
ト
・
入
賞

徳
島
県
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連

盟
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
参
加
（
城
東

高
校
）

第
６
９
回
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク

ラ
ブ
研
究
発
表
大
会
徳
島
大
会
第

一
回
生
徒
実
行
委
員
会
（
城
東
高

校
）

校
内
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
推
進
標

語
コ
ン
テ
ス
ト

一
月

ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
制
作

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
寺
子
屋
ス
タ
ッ

フ
と
のW

eb

会
議

・
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
回
収

二
月

全
国
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

ビ
デ
オ
発
表
「
知
る
・
や
っ
て
み

る
・
広
げ
る

エ
シ
カ
ル
消
費

―
普
通
科
高
校
の
挑
戦
―
」

(

年
間)

古
紙
整
理

徳
島
県
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
・
第
６
９
回
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ

ブ
研
究
発
表
大
会
徳
島
大
会
第
一
回
生
徒
実
行

委
員
会月

日
に
城
東
高
校
に
て
、
午
前
に
家
庭

12

25

ク
ラ
ブ
連
盟
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
午
後
に
生
徒

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
三
年

度
に
徳
島
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
全
国

大
会
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
し
た
大
会
で

す
。リ

ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
全
国
大
会
で
徳
島
を

訪
れ
る
方
々
を
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
で
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、
川
道
映
里
さ
ん
に
よ
る
マ
ナ
ー

講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
表
情
や

身
だ
し
な
み
，
言
葉
遣
い
，
接
客
の
マ
ナ
ー
な

ど
全
国
大
会
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
将
来
を
通
し

て
役
に
立
つ
知
識
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
校
か
ら
集
ま
っ
た
家
庭
ク
ラ
ブ
委
員
が

熱
心
に
話
を
聞
き
、
貴
重
な
勉
強
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
実
行
委
員
会
で
は
実
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
専
門
部
の
専
門
委
員

長
に
よ
る
各
校
の
役
割
の
進
捗
状
況
の
発
表

等
、
県
全
体
の
家
庭
ク
ラ
ブ
委
員
で
情
報
共
有

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
小
松
島
西
高
校
に

よ
る
兵
庫
大
会
視
察
報
告
が
あ
り
、
約
半
年
後

に
迫
る
徳
島
大
会
を
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
と
す
る
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
具
体

的
に
想
像
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。全

国
大
会
成
功
に
向
け
て
、
家
庭
ク
ラ
ブ
委

員
代
表
者
た
ち
が
書
い
た
意
気
込
み
に
は
、
徳

島
大
会
を
き
っ
か
け
に
地
元
徳
島
の
魅
力
を
県

内
外
に
発
信
し
た
い
、
委
員
長
と
し
て
の
役
割

を
全
う
し
た
い
、
な
ど
前
向
き
な
意
見
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
の

関
係
で
開
催
が
確
定
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
，

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
家
庭
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
は
、
地
元
の
特
産
品
や
歴
史
、
県

内
高
校
生
の
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
全
国
に

伝
え
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
徳
島
の
魅
力

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
信
で
き
る
よ
う
、
私
た

ち
の
高
校
で
は
司
会
進
行
や
舞
台
設
営
な
ど
を

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
報
告


